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27　機械・装置

大
同
機
械
製
造
は
、
75
年
の
歴
史
を
有
す
る
独
立
系
産
業
用
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
。

各
種
プ
ラ
ン
ト
向
け
特
殊
ポ
ン
プ
を
提
供
し
、
油
系
材
料
を
は
じ
め
樹
脂
や
塗
料
、

ゴ
ム
原
料
な
ど
粘
性
を
有
す
る
液
体
分
野
で
強
み
を
発
揮
す
る
。
常
に
顧
客
の
視
点

に
立
っ
た
仕
様
の
取
り
ま
と
め
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
追
究
す
る
。
環
境
保
全
へ
の

意
識
が
強
く
、「
壊
れ
に
く
い
ポ
ン
プ
」
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。

粘
性
液
体
向
け
に
特
性
を
発
揮

同
社
の
創
立
は
１
９
４
７
年
。
現
社
長
の
大
田
龍
一
郎
氏
の
祖
父
で
あ
る
大
田
一

男
氏
が
風
水
力
機
械
の
豊
富
な
開
発
経
験
を
も
と
に
起
業
し
た
。
当
初
の
業
務
は
空

気
圧
縮
機
や
レ
シ
プ
ロ
（
ピ
ス
ト
ン
）
式
の
真
空
ポ
ン
プ
な
ど
の
製
造
お
よ
び
修

理
。
そ
の
後
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
依
頼
で
開
発
を
進
め
て
い
た
内
転
歯
車
ポ
ン
プ

（
ギ
ヤ
ポ
ン
プ
）
の
製
作
を
行
い
、
当
時
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
納
入
実

績
を
広
げ
て
い
く
。

ギ
ヤ
ポ
ン
プ
は
創
業
者
が
欧
州
か
ら
輸
入
さ
れ
た
製
品
の
仕
組
み
を
参
考
に
開
発

し
た
。
主
軸
に
つ
な
が
る
駆
動
歯
車
（
ギ
ヤ
）
と
、
中
心
か
ら
ず
れ
た
従
動
の
小
さ

な
歯
車
（
ピ
ニ
オ
ン
）
か
ら
構
成
。
ポ
ン
プ
が
回
転
す
る
と
内
壁
に
沿
っ
て
回
る
ギ

ヤ
と
ピ
ニ
オ
ン
の
噛
み
合
い
が
外
れ
て
液
体
の
吸
入
が
開
始
。
歯
車
に
満
た
さ
れ
た

液
体
は
ギ
ヤ
の
回
転
に
よ
り
吐
出
口
へ
と
送
り
出
さ
れ
る
。

同
ポ
ン
プ
は
羽
根
の
回
転
に
よ
る
遠
心
力
で
液
体
に
圧
力
を
か
け
る
一
般
的
な
渦

巻
き
ポ
ン
プ
に
比
べ
、
モ
ー
タ
動
力
を
直
接
伝
動
し
、
消
費
電
力
を
抑
え
ら
れ
る
の

粘性液体向け 
内転歯車ポンプの草分け
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が
特
徴
。
粘
性
の
高
い
原
料
な
ど
あ
ら

ゆ
る
液
体
の
移
送
が
行
え
る
。
ま
た
、

シ
ー
ル
部
が
１
個
所
の
み
の
た
め
、
分

解
や
点
検
、
洗
浄
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
容
易
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

本
格
的
な
受
注
の
き
っ
か
け
は
、
ワ

ニ
ス
や
グ
リ
ー
ス
と
い
っ
た
潤
滑
剤
向

け
の
開
発
。
当
時
、
粘
性
材
料
を
対
象

と
す
る
ポ
ン
プ
は
海
外
製
に
限
ら
れ
、

納
期
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
コ
ス
ト
面

か
ら
国
産
製
品
の
開
発
が
待
た
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
要
望
に
大
田
一
男
氏
が

各
分
野
に
向
け
た
製
品
化
を
進
展
。
戦

後
の
民
需
拡
大
を
背
景
に
、
活
発
化
す

る
石
油
化
学
分
野
で
顧
客
層
を
広
げ
て

い
っ
た
。
そ
の
後
は
、
ワ
ニ
ス
な
ど
と

同
様
に
粘
性
の
高
い
塗
料
の
分
野
へ
需

要
を
拡
大
し
て
い
く
。
当
時
、
塗
料
分

野
は
建
築
・
構
造
物
の
内
外
装
向
け
を

は
じ
め
橋
脚
や
船
底
塗
料
、
自
動
車
塗
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料
な
ど
の
需
要
業
界
が
急
激
に
発
展
。
と
も
に
ギ
ヤ
ポ
ン
プ
の
採
用
領
域
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。

時
代
の
変
遷
に
伴
い
需
要
先
も
変
化

や
が
て
時
代
が
変
遷
し
、
顧
客
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
く
。
１
９
６
０
︱
80
年
代
に
か
け
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
と
い
っ
た
各
種
記
録
媒
体
が
市
場
を
席
巻
す
る
。
そ
の
製
造
に
必
要
な
磁
気
塗
料
の
分
野
が
新
た
な
ギ

ヤ
ポ
ン
プ
の
主
力
ユ
ー
ザ
ー
と
な
っ
た
。
一
方
、
磁
気
塗
料
は
希
土
類
の
鉱
物
が
含
有
さ
れ
、
ポ
ン
プ
内
部
の
急
速
な
摩
耗
に
よ
り

補
修
要
請
が
相
次
ぐ
。
た
だ
、
世
間
は
バ
ブ
ル
期
の
真
っ
た
だ
中
。
フ
ル
生
産
計
画
に
ラ
イ
ン
を
止
め
ら
れ
ず
、
補
修
よ
り
も
新
た

な
設
備
更
新
が
優
先
さ
れ
た
。「
当
時
は
大
阪
北
摂
地
区
に
あ
っ
た
テ
ー
プ
の
大
手
メ
ー
カ
ー
へ
ひ
っ
き
り
な
し
に
納
入
し
て
い
た
」

と
、
大
田
社
長
は
こ
う
振
り
返
る
。

さ
ら
に
、
１
９
９
５
年
頃
に
は
記
録
媒
体
分
野
で
録
音
テ
ー
プ
の
代
替
と
し
て
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｌ
Ｄ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
が
登
場

し
、
一
大
市
場
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
各
種
デ
ィ
ス
ク
盤
の
普
及
に
伴
い
、
同
社
の
需
要
先
も
磁
気
塗
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
大
手
化
学

樹
脂
メ
ー
カ
ー
へ
と
移
行
。
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
樹
脂
の
生
産
工
程
に
ギ
ヤ
ポ
ン
プ
の
採
用
が
進
ん
だ
。

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
樹
脂
は
光
の
屈
折
を
抑
え
る
特
性
か
ら
、
デ
ィ
ス
ク
関
連
以
外
に
も
眼
鏡
レ
ン
ズ
や
新
幹
線
・
飛
行
機
の

窓
、
ク
ル
マ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
カ
バ
ー
な
ど
生
活
用
途
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
樹
脂
は
粘
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
同
社
の
大
型
ス
テ
ン
レ
ス
製
ポ
ン
プ
へ
の
発
注
は
拡
大
基
調
で
推
移
し
た
。
近
隣
地
域
で
は
10
年
以
上
の
間
、
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
イ
ト
樹
脂
の
生
産
を
手
が
け
る
大
手
化
学
樹
脂
メ
ー
カ
ー
が
国
内
外
で
生
産
体
制
を
拡
大
。
同
社
も
世
界
へ
向
け
て
導
入
範
囲
を

広
げ
て
い
っ
た
。

現
在
は
、
フ
リ
ー
ス
素
材
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
化
学
繊
維
「
ス
パ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
の
生
産
工
程
を
は
じ
め
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
お

よ
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
い
っ
た
合
成
樹
脂
の
生
産
分
野
に
軸
足
を
移
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
コ
タ
イ
ヤ
向
け
の
ゴ
ム
原
料
（
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｒ
）
設
備
な
ど
、
粘
性
液
体
分
野
の
需
要
は
化
学
系
業
界
を
中
心
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

▲シャフト部の液漏れがない高粘度・高温用シールレスポンプ

▲液体を傷めず、固形物を含む液体を壊さずスムーズに送液する非接触式ロータリーポンプ
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特
に
ア
ジ
ア
を
中
心
に
海
外
市
場
を
開
拓
。
韓
国
や
台
湾
と
と
も
に
２
０
０
５
年
に
は
中
国

で
生
産
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
現
地
法
人
を
設
立
し
、
現
地
で
の
ギ
ヤ
ポ
ン
プ
の

拡
販
に
道
筋
を
付
け
た
。
た
だ
し
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
は
同
時
に
、
製
品
へ
の
ク
レ
ー
ム
対

応
な
ど
経
費
負
担
や
リ
ス
ク
を
負
う
場
合
が
あ
る
。「
完
璧
な
製
品
の
提
供
に
責
任
を
果
た
し

て
い
き
た
い
」
と
大
田
社
長
は
身
を
引
き
締
め
る
。

異
業
種
間
で
の
相
乗
効
果
に
期
待

大
同
機
械
製
造
で
は
顧
客
の
作
業
環
境
や
収
支
状
況
を
配
慮
し
、
提
供
す
る
機
械
の
研
究
開

発
と
改
善
に
努
め
て
き
た
。
結
果
、
需
要
推
移
と
価
格
が
合
致
し
、
社
業
の
安
定
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
大
田
社
長
は
「
基
本
的
に
長
く
使
え
る
製
品
を
つ
く
り
続
け
る

こ
と
」
を
生
産
方
針
に
掲
げ
る
。

こ
こ
数
年
、
中
小
製
造
業
で
も
取
り
組
み
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
へ
の
対
応
を
見
す
え
た
も
の
で
、「
壊
れ
に
く
い
ポ
ン
プ
」
づ
く
り
を
実
践
。
２

０
２
２
年
８
月
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
さ
ら
な
る
業
容
拡
大
を
目
指
し
、
経
営
理
念
を
共
有
で
き
る
企
業
と
の
Ｍ
＆
Ａ

（
合
併
・
買
収
）
を
模
索
。
そ
の
一
環
で
、
22
年
３
月
に
は
紙
管
製
造
機
械
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
生
田
鉄
工
（
大
阪
市
東
淀
川
区
）
を
子
会
社
化
し
た
。
と
も
に
安
定
成
長
を
図
る

こ
と
で
不
況
時
の
リ
ス
ク
回
避
を
目
指
す
。
た
だ
、
成
熟
し
た
企
業
同
士
で
あ
り
、「
今
は
相

乗
効
果
を
求
め
る
前
に
両
社
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
が
肝
要
」
と
話
す
大
田
社
長
。
慎
重
な
姿

勢
を
示
し
つ
つ
も
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
る
。

一
方
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
や
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
を
必
要
と
し
な
い
マ
グ
ネ
ッ
ト
ポ
ン
プ
は
、
シ
ー
ル
の
役
目
を
す
る
隔
壁
を

境
に
ア
ウ
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
磁
力
で
駆
動
し
、
イ
ン
ナ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
回
す
仕
組
み
。
液
漏
れ
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
対
策
を
極

め
た
性
能
へ
の
評
価
が
高
い
。
さ
ら
に
、
複
数
の
ロ
ー
タ
ー
が
タ
イ
ミ
ン
グ
ギ
ヤ
に
よ
り
回
転
す
る
ロ
ー
ブ
ポ
ン
プ
や
、
２
枚
の

ロ
ー
タ
ー
プ
レ
ー
ト
が
交
互
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
液
体
の
圧
送
を
行
う
ベ
ー
ン
ポ
ン
プ
な
ど
を
揃
え
、
顧
客
の
用
途
に
適
し
た
製
品
を

提
供
し
て
い
る
。

今
後
、
注
目
さ
れ
る
分
野
と
し
て
、
大
田
社
長
は
「
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
支
え
る
業
態
」
と
話
す
。
近
年
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

は
じ
め
フ
ィ
ル
ム
や
レ
ジ
袋
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
素
材
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
塗
料
を
は
じ
め
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト

や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
な
ど
、
石
油
化
学
分
野
の
進
展
と
と
も
に
同
社
の
ポ
ン
プ
も
進
化
を
果
た
し
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
粘
性
液
体
に

挑
戦
し
て
き
た
同
社
に
と
っ
て
新
た
な
領
域
と
な
る
が
、
積
極
的
に
参
入
す
る
構
え
だ
。

開
発
力
と
長
年
の
販
売
実
績
が
強
み

大
同
機
械
製
造
の
強
み
は
、
多
様
な
ポ
ン
プ
製
作
で
培
っ
た
製
品
開
発
力
と
長
年
の
販
売
実
績
に
あ
る
。
高
粘
度
や
高
圧
条
件
に

耐
え
る
材
質
や
表
面
処
理
の
選
択
、
モ
ー
タ
の
回
転
数
な
ど
様
々
な
性
能
要
求
に
応
え
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
こ
れ
ま
で
の
製
品
開

発
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
田
社
長
は
「
た
と
え
当
社
の
特
許
技
術
を
真
似
さ
れ
て
も
決
し
て
同
様
の
製
品
は
つ
く
れ

な
い
」
と
胸
を
張
る
。
ま
た
、
同
社
の
従
業
員
は
技
術
系
人
材
の
比
率
が
高
く
、
開
発
指
向
が
強
い
こ
と
も
大
き
な
支
え
と
な
っ
て

い
る
。
困
難
な
顧
客
の
要
求
に
も
逃
げ
ず
に
応
え
る
姿
勢
が
社
業
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
大
田
社
長
は
入
社
当
初
、
競
合
メ
ー
カ
ー
の
堅
調
な
海
外
展
開
を
前
に
、
自
社
の
営
業
展
開
に
遅
れ
を
感
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
自
ら
海
外
事
業
に
専
念
。
需
要
筋
と
の
人
脈
づ
く
り
に
努
め
、
現
地
販
売
で
地
道
か
つ
堅
実
に
人
脈
や
営
業
の
実
績
を
伸
ば

し
て
い
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
り
、
同
社
の
製
品
性
能
が
海
外
顧
客
に
広
く
浸
透
、
納
期
や
交
渉
対
応
な
ど
広
く
信
頼
関
係
を
構
築
し

た
。
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